
令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

一

大
分
県
報
号
外
（
選
管
委
告
示
）

令

和

元

年

号

外

　

　

五

月

二

十

一

日

（　火 曜 日　）

目
　
　
　
　
　
　
　
次

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
議
会
議
員
選
挙
大
分
市
選
挙
区
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
…
二

大
分
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号

　
平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
執
行
の
大
分
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
選
挙
の
効
力
に
関
し
、
大
分
市
舞
鶴
町
一

丁
目
十
二
番
十
七
号
首
藤
淑
子
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　
令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
一
　
　
　 

木 

　
　
　
俊 

　
　
　
葊
　

三

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

決
　

　
　

定
　

　
　

書

大
分

県
大

分
市

舞
鶴

町
１

丁
目

1
2
番

1
7
号

異
議

申
出

人
　

首
藤

　
淑

子
　

　
　

　
　

 

　
異

議
申

出
人

（
以

下
「

申
出

人
」

と
い

う
。

）
か

ら
平

成
3
1
年

４
月

2
2
日

付
け

で
提

起
さ

れ
た

同
年

４
月

７
日

執
行

の
大

分
県

知
事

選
挙

（
以

下
「

本
件

選
挙

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

選
挙

の
効

力
に

関
す

る
異

議

の
申

出
に

つ
い

て
、

大
分

県
選

挙
管

理
委

員
会

（
以

下
「

当
委

員
会

」
と

い
う

。
）

は
、

次
の

と
お

り
決

定

す
る

。

主
　

　
　

　
　

　
　

文

　
本

件
異

議
の

申
出

を
棄

却
す

る
。

理
　

　
　

　
　

　
　

由

第
１

　
異

議
申

出
の

要
旨

　
申

出
人

は
、

本
件

選
挙

を
無

効
と

す
る

決
定

を
求

め
て

、
本

委
員

会
に

対
し

異
議

を
申

し
出

た
も

の
で

あ

る
。

１
　

異
議

申
出

の
理

由

　
　

異
議

申
出

の
理

由
を

要
約

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

　
　

 　
本

件
選

挙
に

お
い

て
申

出
人

は
選

挙
妨

害
を

受
け

続
け

て
い

た
こ

と
に

よ
り

選
挙

運
動

が
で

き
ず

、

こ
の

よ
う

な
状

況
下

で
行

わ
れ

た
本

件
選

挙
は

無
効

で
あ

る
。

第
２

　
決

定
の

理
由

　
当

委
員

会
は

、
申

出
人

が
本

件
選

挙
の

立
候

補
者

で
あ

り
、

本
件

異
議

の
申

出
が

形
式

的
要

件
を

備
え

た

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

を
適

法
な

も
の

と
認

め
、

受
理

し
た

後
、

慎
重

に
審

理
を

行
っ

た
。

　
・

 　
選

挙
が

無
効

と
さ

れ
る

の
は

、
公

職
選

挙
法

第
2
0
5
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

選
挙

の
規

定
に

違

反
す

る
こ

と
が

あ
る

と
き

で
、

か
つ

、
そ

の
規

定
違

反
が

選
挙

の
結

果
に

異
動

を
及

ぼ
す

虞
が

あ
る

場

合
に

限
ら

れ
る

。
 

　
・

 　
こ

こ
で

い
う

「
選

挙
の

規
定

に
違

反
す

る
こ

と
が

あ
る

と
き

」
と

は
 「

主
と

し
て

、
選

挙
管

理
の

任

に
あ

る
機

関
が

選
挙

の
管

理
執

行
の

手
続

に
関

す
る

明
文

の
規

定
に

違
反

す
る

こ
と

が
あ

る
と

き
又

は

直
接

か
よ

う
な

明
文

の
規

定
は

存
在

し
な

い
が

選
挙

法
の

基
本

理
念

た
る

選
挙

の
自

由
公

正
の

原
則

が

著
し

く
阻

害
さ

れ
る

と
き

を
指

す
も

の
」

（
昭

和
2
7
年

1
2
月

４
日

最
高

裁
判

決
）

と
さ

れ
て

い
る

。

　
・

 　
ま

た
 「

選
挙

の
結

果
に

異
動

を
及

ぼ
す

虞
が

あ
る

場
合

」
と

は
「

そ
の

違
反

が
な

か
っ

た
な

ら

ば
、

選
挙

の
結

果
、

す
な

わ
ち

候
補

者
の

当
落

に
、

現
実

に
生

じ
た

と
こ

ろ
と

異
っ

た
結

果
の

生
ず

る

可
能

性
の

あ
る

場
合

を
い

う
も

の
 」

（
昭

和
2
9
年

９
月

2
4
日

最
高

裁
判

決
）

と
さ

れ
て

い
る

。
 

　
・

 　
そ

し
て

、
選

挙
に

不
正

行
為

が
あ

っ
た

事
実

に
つ

い
て

は
、

「
選

挙
の

無
効

を
主

張
す

る
者

に
お

い

て
立

証
す

る
責

任
が

あ
る

」
（

昭
和

2
3
年

７
月

2
9
日

最
高

裁
判

決
）

と
さ

れ
て

い
る

。

　
当

委
員

会
は

、
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
異

議
申

出
の

理
由

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

判
断

す
る

。

　
申

出
人

は
、

選
挙

妨
害

を
受

け
続

け
た

こ
と

に
よ

り
選

挙
運

動
が

で
き

な
か

っ
た

と
主

張
す

る
が

、
実

際

に
誰

か
ら

ど
の

よ
う

に
選

挙
妨

害
を

受
け

た
か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

事
実

に
基

づ
く

主
張

が

認
め

ら
れ

な
い

。

　
よ

っ
て

、
申

出
人

の
主

張
は

採
用

で
き

な
い

。

第
３

　
結

論

　
以

上
の

と
お

り
、

本
件

選
挙

に
お

け
る

選
挙

の
効

力
を

無
効

と
す

る
申

出
人

の
主

張
は

理
由

が
な

い
。

　
よ

っ
て

、
主

文
の

と
お

り
決

定
す

る
。

　
　

令
和

元
年

５
月

1
3
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
大

分
県

選
挙

管
理

委
員

会
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

 　
　

　
　

　
　

  委
員

長
　

　
一

　
　

　
木

　
　

　
俊

　
　

　
葊

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
　

　
　

　
　

 　
委

　
員

　
　

大
　

津
　

留
　

　
　

　
　

　
　

源
　



令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号

　
平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
執
行
の
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
大
分
市
選
挙
区
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関

し
、
大
分
市
大
字
寒
田
千
百
六
十
二
番
地
の
六
十
豊
正
荘
一
〇
三
箕
迫
髙
明
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
の
申
出

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　
令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
一
　
　
　 

木 

　
　
　
俊 

　
　
　
葊
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
　

　
　

　
 　

　
委

　
員

　
　

矢
　

　
　

野
　

　
　

利
　

　
　

幸
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
　

　
 　

　
委

　
員

　
　

秦
　

　
　

　
　

　
　

喜
　

美
　

恵
　

教
　

　
　

　
　

　
　

示

　
こ

の
決

定
に

不
服

が
あ

る
と

き
は

、
当

委
員

会
を

被
告

と
し

て
、

こ
の

決
定

書
の

交
付

を
受

け
た

日
又

は

公
職

選
挙

法
第

2
1
5
条

の
規

定
に

よ
る

告
示

の
日

か
ら

3
0
日

以
内

に
、

福
岡

高
等

裁
判

所
に

訴
訟

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
公

職
選

挙
法

第
2
0
7
条

）

決
　

　
　

定
　

　
　

書

大
分

県
大

分
市

大
字

寒
田

1
1
6
2
番

地
の

6
0
豊

正
荘

1
0
3

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

 　
　

 　
異

議
申

出
人

　
箕

迫
　

髙
明

 　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
異

議
申

出
人

（
以

下
「

申
出

人
」

と
い

う
。

）
か

ら
平

成
3
1
年

４
月

1
0
日

付
け

で
提

起
さ

れ
た

同
年

４
月

７
日

執
行

の
大

分
県

議
会

議
員

選
挙

大
分

市
選

挙
区

（
以

下
「

本
件

選
挙

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

当
選

の

効
力

に
関

す
る

異
議

の
申

出
に

つ
い

て
、

大
分

県
選

挙
管

理
委

員
会

（
以

下
「

当
委

員
会

」
と

い
う

。
）

は
、

次
の

と
お

り
決

定
す

る
。

主
　

　
　

　
　

　
　

文

　
本

件
異

議
の

申
出

を
棄

却
す

る
。

理
　

　
　

　
　

　
　

由

第
１

　
異

議
申

出
の

要
旨

　
申

出
人

は
、

本
件

選
挙

の
当

選
人

の
当

選
を

無
効

と
す

る
決

定
を

求
め

て
、

当
委

員
会

に
対

し
異

議
を

申

し
出

た
も

の
で

あ
る

。

１
　

異
議

申
出

の
理

由

　
　

異
議

申
出

の
理

由
を

要
約

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

　
⑴

 　
申

出
人

が
証

拠
資

料
と

し
て

提
出

し
た

写
真

を
見

る
と

、
投

票
用

紙
読

取
分

類
機

（
以

下
「

分
類

機
」

と
い

う
。

）
の

申
出

人
に

割
り

当
て

ら
れ

た
ス

タ
ッ

カ
ー

に
入

っ
て

い
る

票
の

量
は

少
な

い
と

は

言
え

ず
、

全
体

と
し

て
他

の
候

補
者

と
ほ

と
ん

ど
同

数
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
全

有
効

投
票

数
1
6
5
,5

4
6
票

の
1
6
分

の
１

以
上

は
あ

る
と

見
な

さ
れ

る
。

　
⑵

 　
職

員
が

、
分

類
機

の
申

出
人

に
割

り
当

て
ら

れ
た

ス
タ

ッ
カ

ー
か

ら
投

票
用

紙
を

隣
の

仕
分

カ
ゴ

に

移
動

さ
せ

る
際

、
申

出
人

の
投

票
用

紙
を

他
の

候
補

者
用

の
仕

分
カ

ゴ
に

混
入

さ
せ

、
申

出
人

の
票

が

他
の

候
補

者
の

得
票

と
し

て
扱

わ
れ

る
と

い
う

不
適

切
な

仕
分

作
業

が
行

わ
れ

た
。

　
　

 　
こ

れ
は

、
仕

分
カ

ゴ
の

氏
名

表
示

に
「

箕
迫

髙
明

」
と

表
記

さ
れ

て
い

た
た

め
に

、
通

称
と

し
て

認

定
を

受
け

た
「

み
い

さ
こ

髙
明

」
と

記
載

さ
れ

た
票

が
当

該
表

記
と

一
致

し
な

い
と

い
う

理
由

で
行

わ

れ
た

可
能

性
が

あ
る

。
　

　
　

　
⑶

 　
分

類
機

の
申

出
人

に
割

り
当

て
ら

れ
た

ス
タ

ッ
カ

ー
の

デ
ー

タ
、

５
台

分
の

延
べ

数
を

集
計

し
た

数

の
開

示
を

求
め

る
。

　
⑷

 　
本

件
選

挙
の

開
票

、
集

計
作

業
の

や
り

直
し

を
求

め
る

。

第
２

　
決

定
の

理
由

　
当

委
員

会
は

、
本

件
異

議
の

申
出

を
受

理
し

た
後

、
本

件
選

挙
の

開
票

を
行

っ
た

大
分

市
選

挙
管

理
委

員

会
（

以
下

「
市

委
員

会
」

と
い

う
。

）
か

ら
関

係
資

料
の

提
出

を
受

け
、

申
出

人
に

口
頭

に
よ

る
意

見
陳

述

の
機

会
を

設
け

た
上

で
、

慎
重

に
審

理
を

行
っ

た
。

　
・

 　
当

選
の

効
力

に
関

す
る

訴
訟

に
お

い
て

は
、

当
選

無
効

と
な

る
違

法
事

由
は

、
「

当
選

無
効

は
当

該

選
挙

が
有

効
に

行
わ

れ
た

こ
と

を
当

然
の

前
提

と
す

る
も

の
で

あ
る

と
こ

ろ
、

そ
の

（
当

選
無

効
）

原

因
と

な
り

得
べ

き
違

法
事

由
に

は
、

当
該

当
選

人
決

定
に

つ
い

て
の

違
法

即
ち

、
当

選
人

を
決

定
し

た

機
関

の
構

成
や

決
定

手
続

の
違

法
、

各
候

補
者

の
有

効
得

票
数

の
算

定
の

違
法

、
当

選
人

と
な

り
得

る

資
格

の
有

無
の

認
定

に
関

す
る

違
法

等
の

み
が

こ
れ

に
当

た
る

も
の

と
解

す
る

の
が

相
当

で
あ

る
。

」

（
平

成
４

年
1
2
月

1
7
日

名
古

屋
高

裁
判

決
、

同
旨

昭
和

2
8
年

２
月

1
7
日

東
京

高
裁

判
決

）
と

さ
れ

て
い

る
。

　
当

委
員

会
は

、
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
異

議
申

出
の

理
由

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

判
断

す
る

。

１
 　

市
委

員
会

か
ら

提
出

の
あ

っ
た

資
料

に
よ

れ
ば

、
開

票
事

務
は

概
ね

次
の

手
順

に
よ

り
行

わ
れ

て
い

る
。

　
⑴

 　
開

披
さ

れ
た

投
票

用
紙

は
分

類
機

に
通

さ
れ

、
候

補
者

ご
と

に
割

り
当

て
ら

れ
た

ス
タ

ッ
カ

ー
に

自

動
的

に
仕

分
け

さ
れ

る
。

　
⑵

 　
ス

タ
ッ

カ
ー

に
は

1
0
0
枚

程
度

し
か

収
納

で
き

な
い

た
め

、
枚

数
が

1
0
0
枚

に
近

づ
く

と
当

該
ス

タ
ッ

カ
ー

横
の

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

。
こ

れ
を

目
安

に
、

分
類

機
担

当
の

開
票

事
務

従
事

者
が

、
ス

タ
ッ

カ

ー
ご

と
に

表
示

さ
れ

て
い

る
番

号
と

隣
に

あ
る

候
補

者
名

の
付

い
た

仕
分

カ
ゴ

に
表

示
さ

れ
て

い
る

番

号
が

同
じ

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

う
え

で
、

当
該

仕
分

カ
ゴ

に
投

票
用

紙
を

移
動

さ
せ

る
。

　
⑶

 　
仕

分
カ

ゴ
に

移
動

さ
れ

た
投

票
用

紙
は

、
候

補
者

ご
と

に
点

検
担

当
の

開
票

事
務

従
事

者
の

も
と

に

運
ば

れ
、

他
の

候
補

者
の

票
や

無
効

票
の

混
入

が
な

い
か

確
認

が
行

わ
れ

る
。

　
⑷

 　
上

記
⑶

の
点

検
を

受
け

た
投

票
用

紙
は

計
数

機
で

枚
数

を
確

認
さ

れ
、

選
挙

長
の

点
検

を
受

け
た

大
分
県
報
号
外
（
選
管
委
告
示
）



令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
号

  

平
成
三
十
一
年
四
月
七
日
執
行
の
大
分
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
大
分
市
舞
鶴
町
一

丁
目
十
二
番
十
七
号
首
藤
淑
子
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　
令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
一
　
　
　 

木 

　
　
　
俊 

　
　
　
葊
　

後
、

得
票

集
積

台
に

候
補

者
ご

と
に

積
み

重
ね

ら
れ

、
選

挙
立

会
人

の
点

検
を

受
け

る
。

２
　

異
議

申
出

の
理

由
⑴

に
つ

い
て

　
 　

申
出

人
か

ら
証

拠
資

料
と

し
て

提
出

さ
れ

た
写

真
で

は
申

出
人

に
割

り
当

て
ら

れ
た

ス
タ

ッ
カ

ー
内

に

投
票

用
紙

が
あ

る
こ

と
は

推
認

で
き

る
が

、
写

真
を

撮
影

し
た

時
点

で
の

状
況

で
あ

り
、

こ
れ

を
も

っ
て

申
出

人
の

得
票

が
全

有
効

投
票

数
の

1
6
分

の
１

以
上

あ
っ

た
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

　
　

よ
っ

て
、

申
出

人
の

主
張

は
採

用
で

き
な

い
。

３
　

異
議

申
出

の
理

由
⑵

に
つ

い
て

　
 　

開
票

事
務

従
事

者
が

申
出

人
に

割
り

当
て

ら
れ

た
ス

タ
ッ

カ
ー

か
ら

票
を

隣
の

仕
分

カ
ゴ

に
移

動
さ

せ

る
際

、
当

該
開

票
事

務
従

事
者

が
申

出
人

の
票

を
他

の
候

補
者

用
の

仕
分

カ
ゴ

に
混

入
さ

せ
た

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
客

観
的

な
証

拠
の

提
出

は
な

く
、

申
出

人
の

憶
測

に
す

ぎ
な

い
。

　

　
 　

仮
に

申
出

人
が

主
張

す
る

よ
う

な
他

の
候

補
者

へ
の

票
の

混
入

が
あ

れ
ば

、
選

挙
長

及
び

選
挙

立
会

人

等
に

よ
っ

て
容

易
に

認
識

さ
れ

る
と

認
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

よ
う

な
状

態
の

ま
ま

選
挙

録
が

作
成

さ
れ

る
こ

と
は

お
よ

そ
考

え
ら

れ
な

い
。

そ
し

て
、

本
件

選
挙

で
は

、
選

挙
長

及
び

選
挙

立
会

人
の

確
認

及
び

署
名

を
得

て
適

法
に

選
挙

録
が

作
成

さ
れ

て
い

る
。

　
 　

ま
た

、
仕

分
カ

ゴ
の

氏
名

表
示

に
つ

い
て

は
、

開
票

事
務

従
事

者
が

候
補

者
の

氏
名

を
確

認
し

や
す

い

よ
う

文
字

数
を

少
な

く
し

て
文

字
を

大
き

く
表

示
す

る
た

め
、

全
て

の
候

補
者

に
つ

い
て

漢
字

で
表

記
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
表

記
の

仕
方

と
投

票
の

効
力

の
判

定
と

は
関

係
が

な
い

。

　
　

よ
っ

て
、

申
出

人
の

主
張

は
採

用
で

き
な

い
。

４
　

異
議

申
出

の
理

由
⑶

に
つ

い
て

　

　
 　

分
類

機
は

投
票

用
紙

の
仕

分
け

を
効

率
的

に
行

う
た

め
使

用
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

計
数

の
た

め

に
は

使
用

さ
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

読
み

取
れ

な
か

っ
た

投
票

用
紙

を
複

数
回

分
類

機
に

通
す

場
合

も
あ

り
、

分
類

機
の

ス
タ

ッ
カ

ー
の

ロ
グ

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

各
候

補
者

の
得

票
数

と
は

関
係

し
な

い
も

の
で

あ
る

が
、

申
出

人
か

ら
の

開
示

の
求

め
が

あ
っ

た
た

め
、

申
出

人
に

割
り

当
て

ら
れ

た
ス

タ
ッ

カ
ー

に
お

け
る

ロ
グ

デ
ー

タ
に

つ
い

て
以

下
の

と
お

り
示

す
。

　
　

１
号

機
　

3
9
票

　
　

２
号

機
　

5
1
票

　
　

３
号

機
　

4
6
票

　
　

４
号

機
　

5
1
票

　
　

５
号

機
に

つ
い

て
は

、
記

録
な

し

５
　

異
議

申
出

の
理

由
⑷

に
つ

い
て

　
上

記
２

及
び

３
で

示
し

た
と

お
り

、
申

出
人

が
求

め
る

開
票

作
業

の
や

り
直

し
を

必
要

と
す

る
に

足
る

合

理
的

な
理

由
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
申

出
人

の
主

張
は

採
用

で
き

な
い

。

第
３

　
結

論

　
以

上
の

と
お

り
、

本
件

選
挙

に
お

け
る

当
選

人
の

当
選

を
無

効
と

す
る

申
出

人
の

主
張

は
理

由
が

な
い

。

　
よ

っ
て

、
主

文
の

と
お

り
決

定
す

る
。

　
　

令
和

元
年

５
月

1
3
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  大

分
県

選
挙

管
理

委
員

会
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

 　
　

　
　

　
 　

 委
員

長
　

　
一

　
　

　
木

　
　

　
俊

　
　

　
葊

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
　

　
　

　
　

　
 委

　
員

　
　

大
　

津
　

留
　

　
　

　
　

　
　

源
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
　

　
　

　
　

 　
委

　
員

　
　

矢
　

　
　

野
　

　
　

利
　

　
　

幸
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
   　

　
　

　
　

　
委

　
員

　
　

秦
　

　
　

　
　

　
　

喜
　

美
　

恵
　

教
　

　
　

　
　

　
　

示

　
こ

の
決

定
に

不
服

が
あ

る
と

き
は

、
当

委
員

会
を

被
告

と
し

て
、

こ
の

決
定

書
の

交
付

を
受

け
た

日
又

は

公
職

選
挙

法
第

2
1
5
条

の
規

定
に

よ
る

告
示

の
日

か
ら

3
0
日

以
内

に
、

福
岡

高
等

裁
判

所
に

訴
訟

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
公

職
選

挙
法

第
2
0
7
条

）

決
　

　
　

定
　

　
　

書

大
分

県
大

分
市

舞
鶴

町
１

丁
目

1
2
番

1
7
号

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
異

議
申

出
人

　
首

藤
　

淑
子

　
　

　
　

　

　
異

議
申

出
人

（
以

下
「

申
出

人
」

と
い

う
。

）
か

ら
平

成
3
1
年

４
月

2
4
日

付
け

で
提

起
さ

れ
た

同
年

４
月

７
日

執
行

の
大

分
県

知
事

選
挙

（
以

下
「

本
件

選
挙

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

当
選

の
効

力
に

関
す

る
異

議

の
申

出
に

つ
い

て
、

大
分

県
選

挙
管

理
委

員
会

（
以

下
「

当
委

員
会

」
と

い
う

。
）

は
、

次
の

と
お

り
決

定

す
る

。

主
　

　
　

　
　

　
　

文

　
本

件
異

議
の

申
出

を
棄

却
す

る
。

理
　

　
　

　
　

　
　

由

第
１

　
異

議
申

出
の

要
旨

　
申

出
人

は
、

本
件

選
挙

の
当

選
人

葊
瀬

勝
貞

（
以

下
「

本
件

当
選

人
」

と
い

う
。

）
の

当
選

を
無

効
と

す

る
決

定
を

求
め

て
、

当
委

員
会

に
対

し
異

議
を

申
し

出
た

も
の

で
あ

る
。

大
分
県
報
号
外
（
選
管
委
告
示
）



令
和
元
年
五
月
二
十
一
日

四

１
　

異
議

申
出

の
理

由

　
　

異
議

申
出

の
理

由
を

要
約

す
る

と
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。

　
　

 　
本

件
当

選
人

の
当

選
人

た
る

資
格

に
関

し
て

の
異

議
の

申
出

を
行

い
、

こ
の

当
選

は
無

効
で

あ
る

と

強
く

求
め

る
。

第
２

　
決

定
の

理
由

　
当

委
員

会
は

、
申

出
人

が
本

件
選

挙
の

立
候

補
者

で
あ

り
、

本
件

異
議

の
申

出
が

形
式

的
要

件
を

備
え

た

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

を
適

法
な

も
の

と
認

め
、

受
理

し
た

後
、

慎
重

に
審

理
を

行
っ

た
。

　
・

 　
当

選
の

効
力

に
関

す
る

訴
訟

に
お

い
て

は
、

当
選

無
効

と
な

る
違

法
事

由
は

、
「

当
選

無
効

は
当

該

選
挙

が
有

効
に

行
わ

れ
た

こ
と

を
当

然
の

前
提

と
す

る
も

の
で

あ
る

と
こ

ろ
、

そ
の

（
当

選
無

効
）

原

因
と

な
り

得
べ

き
違

法
事

由
に

は
、

当
該

当
選

人
決

定
に

つ
い

て
の

違
法

即
ち

、
当

選
人

を
決

定
し

た

機
関

の
構

成
や

決
定

手
続

の
違

法
、

各
候

補
者

の
有

効
得

票
数

の
算

定
の

違
法

、
当

選
人

と
な

り
得

る

資
格

の
有

無
の

認
定

に
関

す
る

違
法

等
の

み
が

こ
れ

に
当

た
る

も
の

と
解

す
る

の
が

相
当

で
あ

る
。

」

（
平

成
４

年
1
2
月

1
7
日

名
古

屋
高

裁
判

決
、

同
旨

昭
和

2
8
年

２
月

1
7
日

東
京

高
裁

判
決

）
と

さ
れ

て
い

る
。

　
当

委
員

会
は

、
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
異

議
申

出
の

理
由

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

判
断

す
る

。

　
当

選
人

と
な

り
得

る
た

め
に

は
、

候
補

者
で

あ
る

こ
と

及
び

被
選

挙
権

を
有

す
る

こ
と

等
の

資
格

が
必

要

と
さ

れ
る

。
申

出
人

は
、

本
件

当
選

人
の

当
選

人
た

る
資

格
に

関
し

て
の

異
議

が
あ

る
と

主
張

す
る

が
、

本

件
当

選
人

が
当

選
人

た
る

資
格

を
欠

く
こ

と
に

つ
い

て
具

体
的

な
事

実
に

基
づ

く
主

張
は

認
め

ら
れ

ず
、

証

拠
の

提
出

も
な

い
。

　

　
な

お
、

本
件

当
選

人
は

、
立

候
補

届
出

を
適

法
に

受
理

さ
れ

て
お

り
、

公
職

選
挙

法
第

1
0
条

の
規

定
に

よ

る
被

選
挙

権
を

有
し

、
同

法
第

1
1
条

、
同

法
第

1
1
条

の
２

及
び

同
法

第
2
5
2
条

並
び

に
政

治
資

金
規

正
法

第

2
8
条

に
規

定
す

る
被

選
挙

権
を

有
し

な
い

者
に

は
該

当
し

な
い

こ
と

に
つ

い
て

確
認

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、

地
方

自
治

法
第

1
4
2
条

に
規

定
す

る
関

係
を

有
す

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

公
職

選
挙

法
第

1
0
4
条

の
届

出
を

し
て

い
な

い
当

選
者

で
あ

る
と

の
確

認
は

で
き

ず
、

本
件

当
選

人
が

、
当

選
人

と
な

り
得

る
資

格
を

有
し

て
い

な

い
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

　
よ

っ
て

、
申

出
人

の
主

張
は

採
用

で
き

な
い

。

第
３

　
結

論

　
以

上
の

と
お

り
、

本
件

当
選

人
の

当
選

を
無

効
と

す
る

申
出

人
の

主
張

は
理

由
が

な
い

。

　
よ

っ
て

、
主

文
の

と
お

り
決

定
す

る
。

　
　

令
和

元
年

５
月

1
3
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
              大

分
県

選
挙

管
理

委
員

会
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
 委

員
長

　
　

一
　

　
　

木
　

　
　

俊
　

　
　

葊
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
      　

　
委

　
員

　
　

大
　

津
　

留
　

　
　

　
　

　
　

源
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
     　

　
             委

　
員

　
　

矢
　

　
　

野
　

　
　

利
　

　
　

幸
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
                  委

　
員

　
　

秦
　

　
　

　
　

　
　

喜
　

美
　

恵
　

教
　

　
　

　
　

　
　

示

　
こ

の
決

定
に

不
服

が
あ

る
と

き
は

、
当

委
員

会
を

被
告

と
し

て
、

こ
の

決
定

書
の

交
付

を
受

け
た

日
又

は

公
職

選
挙

法
第

2
1
5
条

の
規

定
に

よ
る

告
示

の
日

か
ら

3
0
日

以
内

に
、

福
岡

高
等

裁
判

所
に

訴
訟

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
公

職
選

挙
法

第
2
0
7
条

）

大
分
県
報
号
外
（
選
管
委
告
示
）


